
●７月２１日は「日本三景の日」です 

夏本番を迎え、暑さの厳しい季節になりました。 

先日、石材の研修で熊本城を訪れました。平成28年

（2016）の熊本地震で甚大な被害を被った熊本城で

すが、その修復工事現場を見学させていただきました。

普段、一般の方は立ち入りができない区域で、昔の

石垣作りの技術の高さを垣間見ることができました。

石垣建造物の文化的価値を保つため、復旧工事は

当初の見通しの20年から

35年計画に見直され、完全復旧は2052年の予定

だそうです。文化財としての価値を守るために細か

な工程が組まれており、本当に気の遠くなるような

作業ですが、頑張っていただきたいと思います。 

※仏事クイズの答え：③   ※まちがいさがしの答え： 1）筆の位置 2）織姫の薄いストール 3）輪つなぎの色 

日本三景観光連絡協議会が2006年に制定しました。

日本三景は、江戸時代初期に儒学者 林春斎が 

著書『日本国事跡考』で「松島」「天橋立」「宮島」

を「日本三景」と称したことに由来し、林春斎の誕生日

にちなんで制定されま

した。いずれも国の 

特別名勝に指定され、

1996年には宮島の 

厳島神社がユネスコ

の世界文化遺産に 

登録されました。 
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ご縁を大切にしたいとの想いで、発行しています。 

※クイズとまちがいさがしの正解は、表面の一番下の部分をご覧ください。 

知っているようで知らない神事のことや 

言葉の意味をクイズで確かめてみましょう。 

① 約１００基 
 
② 約１,０００基 
 
③ 約１０，０００基 

すべて奉納されたもので、

現在も増え続けています 

ので、かなりの数です！ 

津田梅子は明治から大正にかけて日本の女子教

育に尽力した教育家で、津田塾大学の創設者とし

ても知られていますが、そのお墓が同大学の小平

キャンパス敷地内にあることをご存じでしょうか？

梅子はわずか６歳で「岩倉使節団」の一員となり

アメリカへ留学しました。帰国後も女性の地位向

上に尽力し、その後、現在の津田塾大学を創立。「墓は小平の新校地に建てて欲しい」

と遺言しました。許可が下りず一度は青山に埋葬されたものの、後に遺族や卒業生な

どの要望で許可が得られて小平へ改葬されます。お墓正面はローマ字で「UME TSUDA」

と彫刻されています。今も校舎から少し離れたグランドの奥で、静かに眠っています。 

上下の絵に間違いが３個あります。探してみましょう。 

★ ５千円札の顔「津田梅子」のお墓 

「千本鳥居」で有名な京都府の 

伏見稲荷大社。 

実際にある鳥居は何基でしょう？ 


